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春 暖 の み ぎ り 、皆 様 に お か れ ま し て は 、ま す ま す ご 清 栄

の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。  

オ リ ン ピ ッ ク が 終 わ り ま し た ね 。私 は ち ょ う ど 繁 忙 期 に

入 り ま し た の で 、 主 に ハ イ ラ イ ト で 鑑 賞 で す 。  

今 回 は 、多 く の 方 が メ ダ ル を 取 っ て 大 変 盛 り 上 が り ま し

た 。 日 本 は 、 金 ４ 個 、 銀 ５ 個 、 銅 ４ 個 と 大 活 躍 で し た 。  

小 平 奈 緒 選 手 、ス ピ ー ド ス ケ ー ト ５ ０ ０ ｍ で 見 事 に 金 メ

ダ ル 。 ワ ー ル ド カ ッ プ で ２ ４ 連 勝 し て 迎 え た オ リ ン ピ ッ ク 、 こ こ で 負 け た ら 「 や っ ぱ り 日 本

人 は こ こ 一 番 に 弱 い 」 と い う こ と を 証 明 し て い る よ う で 、 と て も 気 に な っ て い ま し た 。 そ ん

な 中 で の 金 メ ダ ル 。す ご い プ レ ッ シ ャ ー だ っ た と 思 い ま す が 、テ レ ビ で 映 っ て い る 顔 は 達 観

し て い る よ う に 見 え ま し た 。ま た 羽 生 結 弦 選 手 も 見 事 で し た 。オ リ ン ピ ッ ク で の ２ 大 会 連 続

で の 金 メ ダ ル 、 怪 我 を 乗 り 越 え て の 勝 利 、 す ご い と し か 言 い よ う が な い で す 。 小 平 選 手 も 羽

生 選 手 も で す が 「 勝 つ 」 と き と い う の は 、 雰 囲 気 が 違 い ま す ね 。 何 か 透 き 通 っ て い る よ う に

感 じ ま し た 。  

羽 生 選 手 に つ い て は 、 オ チ （ ？ ） が 付 き ま し た ね (^^)。 ち ょ う ど 同 じ 日 に 将 棋 の 羽 生 棋 士

が 、 こ ち ら も 話 題 の 藤 井 ５ 段 と 公 式 戦 （ 朝 日 杯 ） を 戦 っ て い ま し た 。 ネ ッ ト ニ ュ ー ス の や や

こ し か っ た こ と … 。『 羽 生 勝 っ た ！ 』『 羽 生 負 け た ！ 』 の 文 字 が 躍 っ て い ま し た 。 パ ッ と 見 て

「 え ？ ？ ？ 」 と な り ま し た 。 な ん と い う 偶 然 、 こ ん な こ と も あ る ん で す ね ( ^^ )  。  

祭 典 も あ っ と い う 間 に 終 わ り 、３ 月 に 入 り ま し た（ い よ い よ 野 球 シ ー ズ ン ？ い え い え テ ニ ス の シ ー

ズ ン で す (^^)）。３ 月 １ ５ 日 が 終 わ っ た ら 、ス ー パ ー 銭 湯 に 行 っ て リ フ レ ッ シ ュ し た い で す (^_^ )。そ

し て テ ニ ス が で き る 身 体 を 作 ら な い と … 。確 定 申 告 の 時 期 は お や つ を 特 に 食 べ る の で 、２ ｋ ｇ 太 り ま

し た 。こ の ２ ｋ ｇ が 致 命 傷 な ん で す よ ね 。さ て 、今 度 は 何 を し て 痩 せ よ う … 。（ 今 ま で「 ビ リ ー・ザ ・

ブ ー ト キ ャ ン プ 」「 コ ア リ ズ ム 」「 腹 筋 ロ ー ラ ー 」 色 々 や っ て ま す (>_<)）。  

子 供 に 事 務 所 だ よ り の 記 事 を 相 談 し た ら「 オ リ ン ピ ッ ク の こ と を 書 け ば え え や ん 。４ 年 に １ 回 や か

ら 毎 回 同 じ に は な ら ん で 」 と 言 わ れ ま し た 。 な か な か 鋭 い ！ そ れ 「 イ タ ダ キ 」。 と い う こ と で 、 事 務

所 だ よ り ３ 月 号 を お 送 り し ま す 。 こ れ が そ の 結 果 で す (^^;)。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆  お 知 ら せ （ ２ ０ １ ８ 年 ３ 月 の 税 務 ）  

 

期   限  項   目  

3 月 12 日   2 月 分 源 泉 所 得 税 ・ 住 民 税 の 特 別 徴 収 税 額 の 納 付  

 前 年 分 所 得 税 の 確 定 申 告  

 所 得 税 確 定 損 失 申 告 書 の 提 出  

 前 年 分 所 得 税 の 総 収 入 金 額 報 告 書 の 提 出  

 確 定 申 告 税 額 の 延 納 の 届 出 書 の 提 出  

 個 人 の 青 色 申 告 の 承 認 申 請  

 前 年 分 贈 与 税 の 申 告  

 国 外 財 産 調 書 の 提 出  

3 月 15 日  

 個 人 の 道 府 県 民 税 ・ 市 町 村 民 税 ・ 事 業 税 (事 業 所 税 )の 申 告  

 個 人 事 業 者 の 前 年 分 の 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 の 確 定 申 告  

 
1 月 決 算 法 人 の 確 定 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ (法 人 事 業 所 税 )・ 法 人 住 民 税 ＞  

 

1 月 、 4 月 、 7 月 、 10 月 決 算 法 人 及 び 個 人 事 業 者 (前 年 12 月 分 )の 3 月 ご と の 期 間 短 縮

に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 
法 人 ・ 個 人 事 業 者 (前 年 12 月 分 及 び 当 年 1 月 分 )の 1 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 
7 月 決 算 法 人 の 中 間 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ 法 人 住 民 税 ＞ (半 期 分 ) 

 
消 費 税 の 年 税 額 が 400 万 円 超 の 4 月 、 7 月 、 10 月 決 算 法 人 の 3 月 ご と の 中 間 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

4 月 2 日  

 

消 費 税 の 年 税 額 が 4,8 00 万 円 超 の 12 月 、 1 月 決 算 法 人 を 除 く 法 人 の 1 月 ご と の 中 間 申

告 (11 月 決 算 法 人 は 2 ヶ 月 分 ) 

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

 

 ☆  国 税 庁 ： 2016 年 度 の 租 税 滞 納 状 況 を 公 表   

 

国 税 庁 は 、 2016 年 度 の 租 税 滞 納 状 況 を 公 表 し ま し た 。  

そ れ に よ り ま す と 、新 規 発 生 滞 納 額 は 、前 年 度 に 比 べ 9.5％ 減 の 6,221 億 円 と 3 年 ぶ り に 減

少 し 、 整 理 済 額 が 7,024 億 円 （ 前 年 度 比 9.3％ 減 ） と 新 規 発 生 滞 納 額 を 上 回 っ た た め 、 2017

年 3 月 末 時 点 で の 法 人 税 や 消 費 税 な ど 国 税 の 滞 納 残 高 も 8.2％ 減 の 8,971 億 円 と な り 、 1999

年 度 以 降 、 18 年 連 続 で 減 少 し ま し た 。  

 

国 税 庁 で は 、新 規 滞 納 に 関 し て は 、全 国 の 国 税 局（ 所 ）に 設 置 し て い る「 集 中 電 話 催 告 セ ン

 

 

と っ て も 恥 ず か し い の で す が 、こ の 時 期

の 事 務 所 の 状 態 で す 。こ れ も ス ト レ ス の

原 因 で す ( T _ T )。  

仕 事 で 淡 路 島 へ 。こ ん な に 天 気 が い い の

に 、 用 件 が 済 ん だ ら と ん ぼ 返 り で す … 。 
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タ ー 室 」で 整 理 す る こ と 、処 理 の 進 展 が 図 ら れ な い 滞 納 案 件 に つ い て は 、差 押 債 権 取 立 訴 訟 や

詐 害 行 為 取 消 訴 訟 と い っ た 国 が 原 告 と な っ て 訴 訟 を 提 起 し て 整 理 す る こ と 、財 産 を 隠 ぺ い し て

滞 納 処 分 を 免 れ る 案 件 に つ い て は 、国 税 徴 収 法 の「 滞 納 処 分 免 脱 罪 」に よ る 告 発 で 整 理 す る こ

と で 、 効 果 的 ・ 効 率 的 に 処 理 し て い ま す 。 実 際 、 最 近 で は す ぐ に 差 押 え に か か り ま す ね 。  

近 年 、景 気 回 復 に よ り 税 収 は 増 え て い る も の の 、こ う し た 新 規 滞 納 の 未 然 防 止 、大 口・悪 質

事 案 や 処 理 困 難 事 案 を 中 心 に 厳 正 ・ 的 確 な 滞 納 整 理 を 実 施 し て い ま す 。  

滞 納 残 高 は 、前 年 度 の 2015 年 度 に 1986 年 度 以 来 29 年 ぶ り に 1 兆 円 を 下 回 り 、2016 年 度 も

滞 納 残 高 を 減 ら し て い ま す 。  

2016 年 度 に 発 生 し た 新 規 滞 納 額 は 、最 も 新 規 滞 納 発 生 額 の 多 い 1992 年 度（ 1 兆 8,903 億 円 ）

の 約 33％ ま で 減 少 し ま し た 。  

 

ま た 、 2016 年 度 の 滞 納 発 生 割 合 （ 新 規 発 生 滞 納 額 ／ 徴 収 決 定 済 額 （ 57 兆 6,516 億 円 ）） は

1.1％ と な り 、2004 年 度 以 降 、13 年 連 続 で 2％ を 下 回 り 、国 税 庁 発 足 以 来 、最 も 低 い 割 合 と な

っ て 、 滞 納 残 高 は ピ ー ク の 1998 年 度 （ 2 兆 8,149 億 円 ） の 約 32％ ま で 減 少 し ま し た 。  

税 目 別 に み て み ま す と 、 消 費 税 は 、 新 規 発 生 滞 納 額 が 前 年 度 比 14.5％ 減 の 3,758 億 円 と 3

年 ぶ り に 減 少 し ま し た が 、 税 目 別 で 12 年 連 続 最 多 、 全 体 の 約 60％ を 占 め て い ま す 。  

一 方 で 、 整 理 済 額 が 3,997 億 円 と 上 回 っ た た め 、 滞 納 残 高 は 7.2％ 減 の 3,100 億 円 と な り 、

7 年 連 続 で 減 少 し ま し た 。  

法 人 税 は 、新 規 発 生 滞 納 額 が 同 3.7％ 減 の 611 億 円 と 3 年 連 続 で 減 少 し 、整 理 済 額 が 698 億

円 と 上 回 っ た た め 、 滞 納 残 高 も 8.2％ 減 の 981 億 円 と 9 年 連 続 で 減 少 し ま し た 。  

 

 

 

 ☆  犬 銀 っ て ど ん な 税 金 ？   

 

 江 戸 時 代 の 租 税 制 度「 犬 銀 」の 内 容 を 問 う ク イ ズ を 、税 務 大 学 校 が 国 税 庁 の ホ ー ム ペ ー ジ

に 掲 載 し て い ま す 。問 題 は 三 択 で 、選 択 肢 は  ① 飼 い 犬 の 頭 数 に 応 じ て 飼 い 主 が 納 め る ぜ い た

く 税 、② 藩 主 の 飼 い 犬 の 餌 代 と し て 領 民 が 納 め る 租 税 、③ 犬 を 売 買 し た 頭 数 に 応 じ て 納 め る 取

引 税 の 3 つ 。 さ て 、 答 え は ？  

 

犬 銀 は 信 州 松 代 藩 が 課 税 し て い た 税 金 で す 。藩 は 領 民 か ら 徴 収 す る 租 税 で 鷹 狩 の 猟 犬 の 餌 代

を ま か な っ て い た そ う で す 。つ ま り ク イ ズ の 答 え は ② 。当 時 の 諸 大 名 は 自 領 内 に 狩 場 を 設 け た

ほ か 、 参 勤 交 代 で 江 戸 に 滞 在 し て い る と き は 幕 府 に 狩 場 を 借 り て 鷹 狩 を 楽 し ん だ そ う で す 。  

 

税 務 大 学 校 は 戌 年 に ち な ん で 今 回 の ク イ ズ で 犬 銀 を 紹 介 し て い ま す が 、 2 年 前 に は 「 犬 税 」

を 取 り 上 げ て い ま す 。ク イ ズ は 京 都 府 と 群 馬 県 で 高 い 税 率 を 掛 け ら れ て い た 特 定 の 犬 種 を 当 て

る 問 題 で 、 答 え は 狆 （ ち ん ）。 上 流 階 級 や 花 柳 界 で 近 世 か ら 盛 ん に 飼 育 さ れ て い た 日 本 原 産 の

小 型 犬 で 、 愛 玩 犬 の 代 表 格 だ っ た こ と か ら 、 ぜ い た く 税 と し て 狙 い 撃 ち さ れ た と の こ と で す 。 

い ろ ん な 税 金 が あ り ま す … 。  

 

 

 ☆  無 期 転 換 申 込 権 発 生 に 備 え て の 対 応   

 

◆  無 期 転 換 申 込 権 と は  

今 年 の 4 月 よ り 無 期 転 換 制 度 が 始 ま り ま す 。 こ の 法 は 従 前 に は 無 か っ た 新 し い 制 度 で あ り

企 業 に 有 期 雇 用 労 働 者 が い る 場 合 、 必 要 な 手 続 を 行 う 事 が 求 め ら れ ま す 。  

無 期 雇 用 転 換 制 度 と は 労 働 契 約 法 第 18 条 (有 期 労 働 契 約 者 の 期 間 の 定 め の な い 労 働 契 約 へ

の 転 換 ） に 規 定 さ れ て い ま す 。  

「 同 一 の 使 用 者 と の 間 で 締 結 さ れ た 2 以 上 の 有 期 労 働 契 約 の 契 約 期 間 を 通 算 し た 期 間 が 5

年 を 超 え る 労 働 者 が 、 当 該 使 用 者 に 対 し 、 現 に 締 結 し て い る 有 期 労 働 契 約 の 契 約 期 間 が 満 了

す る ま で の 間 に 、 当 該 満 了 日 の 翌 日 か ら 労 務 が 提 供 さ れ る 期 間 の 定 め の な い 労 働 契 約 の 申 込

み を し た と き は 、 使 用 者 は 申 込 み を 承 諾 し た も の と み な す 」と 言 う も の で す 。 つ ま り 同 一 事 業

主 の 下 、 有 期 労 働 契 約 を 更 新 し て い て 5 年 を 超 え た 時 、 本 人 が 無 期 転 換 申 し 込 み を し た ら 定

年 ・ 再 雇 用 ま で の 継 続 勤 務 と し て 扱 う と 言 う 事 で す 。  

 

◆  目 前 に 迫 る 開 始 期 日 と 対 応  

対 象 労 働 者 は 平 成 25 年 4 月 1 日 以 降 に 有 期 雇 用 契 約 を し 更 新 し た 方 が 、 平 成 30 年 の 4 月 1

日 以 降 通 算 5 年 を 経 過 す る と 、 無 期 転 換 申 込 権 が 発 生 、 そ の 日 以 降 い つ で も 、 申 し 込 み が で

き る 状 態 に な る 訳 で す 。  

具 体 的 な 対 応 と し て は 、  

（ 1）平 成 25 年 4 月 1 日 以 降 に 有 期 雇 用 契 約 を し た 対 象 者 に 対 し 転 換 時 期（ 通 算 5 年 を 超 え た

日 ） を 知 ら せ る 必 要 が あ り ま す 。  

  そ の 際 、 就 労 実 態 を 調 べ 社 内 の 仕 事 を 整 理 区 分 し 任 せ る 仕 事 を 考 え ま す 。 ま た 、 無 期 雇

用 と は 必 ず し も 正 社 員 と 同 一 労 働 条 件 を 指 す も の で は な い の で 、 今 ま で と 同 じ 待 遇 と 言 う

場 合 も あ る で し ょ う 。  

（ 2） 無 期 転 換 雇 用 者 就 業 規 則 の 定 め を す る  

（ 3） 高 年 齢 者 や 再 雇 用 者 の 対 応  

  有 期 特 措 法 の 適 用 で 定 年 後 の 継 続 雇 用 の 方 の 無 期 雇 用 の 適 用 除 外 認 定 手 続 き を 取 る 。  

 

◆  今 後 の 会 社 の 方 針 を 検 討 す る  

有 期 雇 用 労 働 者 を 5 年 以 上 続 け て 雇 い 入 れ て い る 企 業 は 、 今 後 ど の よ う な 方 法 を 採 る か を

考 え る 必 要 が あ り ま す 。  

（ 1） 正 社 員 や 多 様 な 正 社 員 へ の 登 用  

（ 2） 雇 い 入 れ 期 間 設 定 （ 通 算 5 年 未 満 ） や 勤 務 評 価 の 上 限 設 定 。 但 し 申 込 権 発 生 直 前 の 雇 止

め は 慎 重 さ が 必 要 で す 。  

（ 3） 申 し 込 み が あ れ ば 無 期 雇 用 に は す る が 労 働 条 件

は 変 え な い 。  

… … 等 が あ り ま す 。 や や こ し い で す ね 。  

西 田 成 希 税 理 士 事 務 所  
〒 6 5 9－ 0 0 5 3  

兵 庫 県 芦 屋 市 松 浜 町 6 番 1 4－ 2 号  

電 話   0 9 0－ 7 4 9 0－ 7 3 9 6  

F A X    0 7 9 7－ 7 8－ 6 4 8 8  


